
橋本洋志・ＯＰＩ長に聞く
～地域・産業界の課題解決のワンストップ窓口～
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　本学は、その設立目的や役割を踏まえ、地域社会に開かれた
研究所「ＯＰＩ（Open Institute…オープンインスティテュー
ト）」を設置しています。本学が創立周年という節目を迎え、
これからＯＰＩがどのように地域社会に貢献していくのか、Ｏ
ＰＩ長である橋本洋志教授にこれまでの取り組みや今後の展望
を聞きました。
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